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雑

報

北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
平
成
九
年
九
月
二
六
日
(
金
)
午
後
三
時
半
よ
り

『
戦
後
の
法
律
学
と
今
村
先
生
の
業
績
』出
席
者

戦
後
の
憲
法
学
と
今
村
先
生
の
憲
法
理
論

報

告

者

中

村

陸

男

氏

(
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
)

五

名

報
止と
に3

明
治
憲
法
時
代
と
比
較
し
て
、
戦
後
憲
法
学
の
大
き
な
特
色
は
、
人
権

の
裁
判
に
よ
る
保
障
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
行
政
法

学
と
経
済
法
学
に
加
え
て
、
憲
法
学
の
領
域
に
お
い
て
も
今
村
先
生
は
学

界
を
リ
ー
ド
す
る
業
績
を
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
業
績
は
、
特
に
裁

判
規
範
と
し
て
の
人
権
理
論
の
構
築
に
著
し
い
。
先
生
の
人
権
理
論
は
、

『
人
権
と
裁
判
』
(
一
九
七
三
年
)
、
『
人
権
叢
説
』
(
一
九
八

O
年
)
、
『
人

権
論
考
』
(
一
九
九
四
年
)
の
よ
う
な
人
権
を
題
名
に
す
る
論
文
集
の
ほ
か
、

『
損
失
補
償
の
研
究
』
(
一
九
六
八
年
)
や
『
現
代
行
政
と
行
政
法
の
理
論
』

(
一
九
七
二
年
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
多
く
は
、
具
体
的
裁
判
に
関
す
る
鑑
定
書
や
意
見
書
あ
る
い

は
判
例
研
究
や
判
例
批
評
に
関
す
る
論
文
で
あ
る
。

人
権
総
論
の
分
野
で
は
、
ま
ず
、
基
本
的
人
権
と
「
公
共
の
福
祉
」
に

つ
い
て
、
今
村
先
生
は
、
憲
法
一
一
一
一
条
の
「
公
共
の
福
祉
」
規
定
を
人
権

制
約
の
根
拠
と
し
て
の
法
的
意
味
を
認
め
る
と
と
も
に
、
必
要
最
小
限
度

の
規
制
の
原
則
を
宣
明
し
て
い
る
と
い
う
、
今
日
有
力
に
な
っ
て
い
る
解

釈
の
先
鞭
を
つ
け
た
。
つ
ぎ
に
、
憲
法
の
人
権
規
定
の
私
人
間
効
力
の
問

題
で
は
、
直
接
適
用
説
と
間
接
適
用
説
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
「
私
人
間

の
人
権
侵
犯
が
『
公
序
』
に
反
す
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
れ
が
、
憲
法
に
よ

る
人
権
の
保
障
に
抵
触
す
る
」
か
ら
で
あ
っ
て
、
「
民
法
九

O
条
の
規
定
は
、

人
権
侵
犯
に
該
当
す
る
法
律
行
為
を
『
無
効
』
な
ら
し
め
る
た
め
の
媒
介

項
と
し
て
、
法
律
技
術
的
に
援
用
さ
れ
る
に
止
ま
る
も
の
」
と
い
う
認
識

に
立
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
憲
法
適
用
説
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。

人
権
各
論
の
分
野
で
は
、
次
の
よ
う
な
点
で
今
村
理
論
の
憲
法
学
へ
の

貢
献
が
見
ら
れ
る
。

第
一
に
、
公
務
員
の
政
治
活
動
の
自
由
に
つ
い
て
、
公
務
の
中
立
性
を

確
保
す
る
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
制
約
の
み
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
議

論
を
展
開
し
、
特
に
第
一
審
旭
川
地
裁
判
決
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
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報

第
二
に
、
デ
モ
行
進
の
自
由
と
裁
判
所
に
よ
る
執
行
停
止
に
つ
い
て
、

デ
モ
行
進
の
不
許
可
処
分
や
進
路
変
更
条
件
の
執
行
停
止
を
認
め
る
こ
と

は
、
東
京
都
公
安
条
例
事
件
に
関
す
る
最
高
裁
昭
和
三
五
年
判
決
の
実
質

届
出
削
の
立
場
に
立
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
執
行
停
止
を
認
め
た
裁

判
所
の
判
断
に
強
力
な
支
持
を
与
え
た
。

第
三
に
、
職
業
選
択
の
自
由
に
つ
い
て
、
「
営
業
の
自
由
」
論
争
で
は
、

経
済
史
学
者
岡
田
与
好
教
授
に
対
す
る
法
学
者
か
ら
の
反
論
の
旗
頭
で
あ

り
、
ま
た
、
職
業
選
択
の
自
由
の
消
極
規
制
と
積
極
規
制
二
分
論
の
先
鞭

を
つ
け
る
理
論
を
展
開
し
た
。

第
四
に
、
財
産
権
と
損
失
補
償
は
今
村
先
生
の
行
政
法
論
と
の
接
点
に

あ
る
最
も
貢
献
の
あ
る
分
野
で
あ
る
。
財
産
権
の
制
度
的
保
障
の
中
核
に

あ
る
も
の
を
、
「
人
間
が
、
人
間
と
し
て
の
価
値
あ
る
生
活
を
営
む
上
に

必
要
な
物
的
手
段
の
享
有
」
、
す
な
わ
ち
「
彼
の
能
力
に
よ
っ
て
獲
得
し
、

彼
の
生
活
利
益
の
用
に
供
せ
ら
れ
る
べ
き
財
産
を
、
そ
の
目
的
の
た
め
に

使
用
、
収
益
、
処
分
す
る
こ
と
の
自
由
」
と
狭
く
解
釈
し
て
、
社
会
主
義

の
実
現
を
憲
法
上
可
能
な
も
の
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
正
当
な
補
償
」

に
つ
い
て
、
「
既
存
の
財
産
法
秩
序
の
枠
内
に
お
け
る
個
別
的
な
侵
害
行

為
」
に
は
、
「
完
全
補
償
」
が
必
要
な
の
に
対
し
て
、
「
既
存
の
財
産
秩
序

を
構
成
す
る
或
種
の
財
産
に
対
す
る
社
会
的
評
価
が
変
化
し
た
こ
と
に
基

づ
き
、
そ
の
権
利
関
係
の
変
革
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
侵
害
行
為
」
に

雑

は
、
「
相
当
補
償
」
で
足
り
る
と
い
う
解
釈
は
、
今
日
で
は
通
説
に
な
っ

て
い
る
と
い
え
よ
、
7
0
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第
五
に
、
選
挙
権
に
つ
い
て
、
在
宅
投
票
一
制
度
廃
止
違
憲
訴
訟
第
一
審

判
決
で
あ
る
札
幌
地
裁
小
樽
支
部
昭
和
四
九
年
判
決
は
、
立
法
行
為
に
対

し
て
国
家
賠
償
法
の
適
用
を
認
め
た
最
初
の
判
決
と
し
て
注
目
さ
れ
た
が
、

今
村
先
生
の
鑑
定
書
が
判
決
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

報
正』

今
村
成
和
先
生
の
経
済
法
理
論
に
つ
い
て

報

告

者

厚

谷

裏

見

氏

(
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
)

一
九
四
七
年
八
月
か
ら

今
村
先
生
が
経
済
法
を
研
究
し
た
契
機
は
、

五
O
年
三
月
ま
で
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
に
勤
務
し
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
時
期
に
先
生
の
最
初
の
著
書
で
あ
る
「
条
解
事
業
者
団
体
法
」
(
弘

文
堂
、
四
八
)
を
上
梓
し
て
い
る
。

二
経
済
法
の
意
義
に
つ
い
て
、
「
経
済
法
と
は
、
独
占
の
進
行
に
よ
り
、

自
律
性
を
失
う
に
至
っ
た
資
本
主
義
経
済
体
制
を
、
政
府
の
力
に
よ
っ
て

支
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
の
総
体
を
い
う
」
と
し
、
そ
の
特
色
と
し

て
「
独
占
段
階
に
お
け
る
、
資
本
主
義
経
済
体
制
維
持
の
た
め
の
経
済
政
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策
立
法
」
で
あ
り
、
「
戦
前
は
、
重
要
産
業
統
制
法
と
中
心
と
す
る
カ
ル

テ
ル
法
ゃ
、
そ
れ
に
続
く
統
制
経
済
法
と
し
て
展
開
し
、
戦
後
は
、
独
占

禁
止
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
再
発
足
す
る
に
至
っ
た
」
と
い
う
。

し
か
し
、
寸
実
定
経
済
法
が
ど
の
よ
う
な
政
策
理
念
に
立
脚
し
て
い
る

か
は
、
経
済
法
の
概
念
規
定
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
実
定
経
済

法
を
支
え
る
政
策
理
念
に
は
、
変
遷
も
あ
れ
ば
、
対
立
も
あ
る
。
経
済
法

の
概
念
は
、
そ
れ
ら
を
、
統
一
的
な
指
標
の
も
と
に
と
ら
え
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
り
、
「
経
済
法
学
の
目
的
は
、
:
:
:
実
定
経

済
法
を
、
体
系
的
に
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
が
、
個
別
的
に
、
ま
た
全

体
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
・
経
済
的
機
能
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ

る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
す
る
。

三
そ
こ
で
、
資
本
主
義
経
済
の
構
造
的
特
質
を
市
場
を
通
じ
て
、
経
済

循
環
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
経
済
法
の
目
的
乃
至

機
能
は
、
法
的
手
段
を
も
っ
て
、
市
場
経
済
に
対
し
、
何
ら
か
の
規
制
を

加
え
る
こ
と
に
あ
る
」
し
て
、
そ
の
体
系
化
を
試
み
る
。

そ
の
体
系
の
お
い
て
、
独
占
禁
止
法
は
、
市
場
構
造
お
よ
び
市
場
行
動

の
規
制
に
関
す
る
基
本
法
と
し
て
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
事
業
者
に
適

用
さ
れ
る
一
般
法
で
あ
り
、
他
方
、
個
別
政
策
法
は
、
特
別
法
で
あ
る
と

す
る
。

四

先
生
の
経
済
法
理
論
は
、
経
済
法
の
体
系
を
認
識
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
特
定
の
理
念
を
持
ち
込
み
実
定
法
の
解
釈
論
を
展

開
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
、
正
図
説
、
丹
宗
説
と
異
な

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

報
告

今
村
行
政
法
理
論
と
戦
後
の
行
政
学

報

告

者

白

田

武

道

(
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
)

山

氏

今
村
行
政
法
理
論
の
特
徴
は
、
そ
の
着
想
の
斬
新
さ
と
、
思
い
切
っ
た

理
論
展
開
に
あ
る
。

ま
ず
国
家
賠
償
理
論
を
簡
単
に
振
り
返
る
と
、
先
生
が
、
回
顧
録
(
『
ま

た
時
は
流
れ
て
』
六
九
頁
)
で
か
た
っ
て
い
る
よ
う
に
、
先
生
が
パ
イ
オ

ニ
ア
で
あ
る
国
家
賠
償
理
論
に
関
す
る
自
己
責
任
説
は
、
先
生
が
北
海
道

大
学
に
就
職
さ
れ
た
直
後
の
一
九
五
四
年
の
公
法
学
会
で
は
じ
め
て
主
張

し
た
も
の
で
、
そ
の
三
年
後
、
『
国
家
補
償
法
』
(
有
斐
閣
、
一
九
五
七
年
)

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
ド
イ
ツ
流
の
代
位
責
任
論

が
確
固
た
る
通
説
で
、
そ
れ
を
疑
う
人
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

研
究
を
は
じ
め
た
ば
か
り
の
先
生
が
、
い
き
な
り
少
数
説
で
あ
る
自
己
責

任
説
を
主
張
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け

北法48(6・307)1613



報

れ
ば
な
ら
な
い
。
公
法
研
究
一
一
号
の
討
論
記
録
か
ら
は
、
緊
張
し
た
様

子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
先
生
に
よ
れ
ば
、
自
己
責
任
説
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

理
論
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
国
家

賠
償
法
の
規
定
に
結
び
付
け
、
精
微
な
解
釈
論
を
展
開
し
た
と
こ
ろ
に
先

生
の
理
論
の
真
価
が
あ
る
。

ニ
つ
ぎ
に
、
今
村
先
生
が
関
与
し
た
論
争
が
、
公
法
私
法
論
で
あ
る
。

塩
野
教
授
は
「
昭
和
一
一
一

0
年
代
の
論
争
を
経
た
後
に
お
い
て
も
、
公
法
と

私
法
の
関
係
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
わ
け
だ
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は

基
本
的
に
は
、
三

0
年
代
論
争
の
延
長
で
あ
(
る
)
」
(
『
公
法
と
私
法
』

一
一
一
一
一
頁
)
と
論
争
を
回
顧
さ
れ
る
が
、
そ
の
三

0
年
代
論
争
の
代
表
的

な
論
客
が
今
村
先
生
で
あ
っ
た
。

今
村
説
が
学
会
に
与
え
た
の
衝
撃
は
大
変
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

今
村
説
は
、
今
日
、
普
遍
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
考
え
で
あ
り
、
む

し
ろ
、
今
日
、
違
っ
た
考
え
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
学
生
に
教
え
る
の

が
凶
難
で
あ
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
今
村
説
は
、
室
井
教
授
の

特
別
権
力
関
係
否
定
説
な
ど
と
と
も
に
、
旧
来
の
学
説
を
一
八

O
度
転
換

さ
せ
た
最
も
見
事
な
例
証
と
い
え
る
。

こ
の
今
村
説
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
先
生
自
ら
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
、
谷
口
知
平
教
授
の
公
法
特
別
法
論
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
ヒ
ン
ト

を
手
が
か
り
に
、
そ
れ
を
解
釈
論
に
巧
み
に
結
び
付
け
、
そ
れ
を
大
き
く

雑

展
開
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
今
村
説
の
特
色
が
あ
る
。

三
今
村
先
生
は
、
行
政
訴
訟
と
仮
処
分
・
執
行
停
止
の
研
究
に
は
じ
ま

り
、
統
治
行
為
論
、
義
務
付
け
訴
訟
論
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く
の
論
稿
を

も
の
に
さ
れ
た
が
、
そ
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
先
生
の
「
司
法
国

家
論
」
で
あ
る
。
先
生
に
と
っ
て
、
戦
後
の
行
政
裁
判
所
の
廃
止
お
よ
び

裁
判
制
度
の
統
一
は
、
「
単
な
る
裁
判
組
織
の
問
題
を
こ
え
、
法
思
想
の

転
換
を
示
す
重
要
な
意
義
」
を
も
ち
、
「
そ
の
根
底
に
は
、
司
法
と
行
政

の
関
係
、
と
く
に
司
法
の
憲
法
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
、
根
本
的
な
変

革
」
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
先
生
の
確
信
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
「
司
法
国
家
の
理
念
」
と
は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
柳

信
一
教
授
が
苦
心
の
す
え
に
純
粋
司
法
国
家
理
論
を
展
開
さ
れ
、
そ
れ
を

め
ぐ
っ
て
い
く
つ
か
の
論
争
が
展
開
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

先
生
に
と
っ
て
、
司
法
国
家
の
純
粋
理
念
型
を
追
求
す
る
こ
と
は
あ
ま
り

重
要
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
先
生
の
司
法
国
家
論
は
、

何
か
実
体
を
有
す
る
理
論
体
系
と
い
う
よ
り
は
、
現
状
の
官
憲
的
可
法
論
、

国
家
的
司
法
論
の
対
比
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
先
生
は
、
自
ら
の
司
法

国
家
理
論
を
展
開
さ
れ
る
よ
り
は
、
後
の
学
者
が
議
論
し
、
定
着
さ
せ
る

で
あ
ろ
う
新
た
な
司
法
国
家
の
理
念
に
、
自
ら
を
か
け
た
も
の
と
い
え
る
。

そ
の
点
で
、
戦
後
の
新
憲
法
・
戦
後
民
主
主
義
に
か
け
た
多
く
の
学
者
と

同
じ
よ
う
に
、
今
村
先
生
の
行
政
法
理
論
は
、
戦
後
の
理
論
状
況
・
思
想
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状
況
の
中
に
お
い
て
こ
そ
異
彩
を
は
な
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
の
中
で
、
第
一
義
的
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

四
今
村
先
生
の
行
政
法
理
論
の
多
く
は
、
今
日
、
多
数
の
学
説
に
受
容

さ
れ
、
さ
ら
に
紋
密
な
解
釈
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
若

い
研
究
者
や
学
生
は
、
今
日
、
今
村
先
生
の
著
書
を
読
ん
で
も
、
わ
れ
わ

れ
の
世
代
が
受
け
た
よ
う
な
衝
撃
を
、
つ
け
る
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
戦
後
民
主
主
義
理
念
を
圧
倒
し
た
か
に
み
え
る
経

済
成
長
理
論
や
現
実
主
義
的
理
論
が
ほ
こ
ろ
び
を
見
せ
、
大
企
業
は
総
会

屋
や
暴
力
団
と
の
関
係
を
断
ち
切
れ
ず
、
近
代
的
な
企
業
の
裏
で
前
近
代

が
う
ご
め
い
て
い
る
。
ま
た
、
能
率
を
世
界
に
誇
っ
た
行
政
官
僚
組
織
が

制
度
疲
労
を
を
お
こ
し
、
政
治
・
経
済
・
行
政
が
身
動
き
に
で
き
な
い
時

代
に
入
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
今
村
先
生
の
見
せ
た
現
状
批
判
の

勇
気
と
鋭
い
理
論
展
開
の
さ
え
が
、
わ
れ
わ
れ
に
教
え
て
く
れ
る
も
の
は

少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

O
平
成
九
年
一

O
月
一
一
一
日
(
金
)
午
後
一
時
半
よ
り

「
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
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